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リニアエンコーダ コンパクトタイプ
取り扱い説明書

型式： RQTX/RQTZ/RQTY
(リードヘッド・スケール・リファレンスマーク・エンドクランプ・接着剤セット品)

株式会社ミスミ
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+70°C
−20°C最小曲げ半径

RTLC40-S: 150mm

注: 両面テープ側が円周の外側を
向くようにしてください。

相対湿度 95% (結露なきこと) 
IEC 60068-2-78

湿度保管時

+70°C
0°C

動作時

保管と取扱い

N-ヘプタン

CH3(CH2)5CH3

プロパン-2-オル 
(IPA)

CH3CHOHCH3

スケールとリードヘッド リードヘッドのみ

アセトン

CH3COCH3
メタノール変性
アルコール塩素性溶剤
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寸法と公差 (単位 mm)

リードヘッドの取付け図

18

29

7.8 7.8

オプティカルセンターライン
(インクリメンタルおよびリファレンスマーク)

セットアップ LED

リファレンスマークセレクタセンサーの位置 P/Q リミットスイッチセンサーの位置

取付け面 13.5

4.25

4.15

10

8.75*

最低 6

R>30 (動的曲げ半径)
R>10 (静的曲げ半径)

35

23

11.5

オプティカルセンターラインマーカー

Ø
4.

25
±0

.2
5

M2.5 取付け通し穴 2 箇所、両側にØ3×深さ 2.3 のザグリ
注: ねじのかみ合わせは最低 5 (ザグリを含めて 7.5) を推奨します。
推奨締付けトルクは 0.25～0.4 Nm です。

*取付け面の範囲 †機材からの寸法 

P リミット
Q リミット

オフセット 2.75±0.5

使用する IN-TRAC ™ リファレンスマーク

0.55
(ヨー公差±0.9°)

(ロール公差±0.8°)

0.12

0.6
(ピッチ公差±1°)

5 †

スケールを固定して、リードヘッド
を動かした際のカウント増加方向

スケール読取り面

スケール厚み 0.4 
(両面テープ込み)

A

拡大図 A

リファレンスマークセレクタ

キャリブレーション前の取付け高さ: 2.1±0.2
キャリブレーション後の取付け高さ: 2.1±0.3
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スケールの取付け図

スケール長 (L)

全長 (L + 37)

測定長 ML = (L − 17)(リミットを 2 個使用時は ML = (L − 32))

移動範囲における、リードヘッドのオプティカルディテクタの位置

P リミットの公称トリガーポイント

Q リミット
(A-9653-0139)

(寸法は P リミットと同じ)

リファレンスマークセレクタ 
(A-9653-0143)
(寸法は P リミットと同じ)

B

オプティカルセンターライン 
(インクリメンタルおよびリファレンスマーク)

5

アクセサリのエンドカバー 
(2 枚 1 組 A-9585-0035) 

5

8
A

C

0.5
F

0.2 /  100

0.05 F

F = 移動軸

Q リミットの公称トリガーポイント

Ra 3.2

0.8
3.5

12

3.7

4.5

データムクランプ 
(A-9585-0028)

15±1

10 

15 

1.5*

*機材表面からの寸法。   †M2×4 のねじ 2 本付属
注: リードヘッドの向きに対するリファレンスマークセレクタとリミットアクチュエータの位置関係を示しています。
リードヘッド近辺で外部磁界が 6mT を超えると、リミットセンサーおよびリファレンスマークセンサーが誤作動する可能性があります。

F = 移動軸

P リミット 
(A-9653-0138) 

リードヘッド

スケール
P/ Q リミットスイッチ

センサーの位置

9.2

22

18

10

3.7

Ø2.2 †
1.85

18.5±1 

ボルト固定式磁石 パーツ No.
P リミット A-9653-0292
Q リミット A-9653-0291

リファレンスマークセレクタ A-9653-0290

リファレンスマーク

ボルト固定式リファレンスマーク
セレクタとリミット (オプション)

エンドカバー
の位置の目安

拡大図 A

拡大図 B 拡大図 C

寸法と公差 (単位 mm)
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必要なパーツ:
u 	適切な長さのスケール (4ページの 「スケールの取付け図」参照)

u 	データムクランプ (A-9585-0028)

u 	Loctite  ® 435 ™ (P-AD03-0012)

u 	適切なクリーニング用溶剤 (2ページの 「保管と取扱い」参照)

u 	RTLC40 スケールアプリケータ (A-9589-0115)

u 	M2.5 ねじ×2 本

オプションパーツ:
u 	エンドカバーキット (A-9585-0035)

u 	            ワイプ

u 	不織布

u 	Loctite 435 ディスペンシングティップ (P-TL50-0209)

u 	裁断機 (A-9589-0071) または簡易裁断機 (A-9589-0133)。RTLC40-S の切断に使用

u 	アプリケータツール (A-9653-0201)

u 	リミット (P リミット: A-9653-0138、Q リミット: A-9653-0139)

u 	リファレンスマークセレクタ* (A-9653-0143)

*リファレンスマークセレクタは、「任意選択したリファレンスマークで出力」のリードヘッドにのみ必要です。

下記に使用します。
u テープスケール

スケールの貼付けに必要なもの

u  スケール 
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裁断機
プレスブロック

スケールの切断
必要に応じて、裁断機または簡易裁断機でスケールを切断します。

裁断機を使用する場合
裁断機は、適当なバイスかクランプを使用して、しっかりと固定する必要があります。

固定したら、図のようにスケールを裁断機に通し、裁断機プレスブロックをスケールの上に配置
します。ブロックが正しい向きになるようにしてください (図を参照)。 

ブロックがずれないよう押さえながら、レバーをゆっくり下に引いてスケールを切断します。

スケールを切断するときの裁断機プレスブロックの向き

簡易裁断機を使用する場合
スケールを簡易裁断機の中央の穴に通します (図を参照)。

スケールを押さえながら、簡易裁断機をゆっくり閉じてスケールを切断します。

スケールの貼付け ①
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スケールの貼付け ②

始点 

RTLC40-S

剥離紙

分離ねじ

スケールの固定方向

始点

M2.5 取付け通し穴分離ねじ

9. 取付け作業中、指で軽く押さえて、スケールを機材に貼り付かせます。

10. アプリケータを取り外し、必要に応じて残りのスケールを手で貼り付けます。貼付け後、きれいな不織布の上
から指で、フルストロークにわたってスケールを押し付けて、しっかりと接着させます。

11. レニショースケールワイプまたは乾いたきれいな不織布でスケールを清掃します。

8. ゆっくりかつなめらかに、アプリケータを動かします。この際、剥離紙をスケールから手で引っ張り、アプリケータ
の下に絡まらないようにしてください。

1. 取付け前にスケールをしばらく放置して、周囲温度になじませます。

2. 軸機材上にスケールの始点の目印をつけます。この際、エンドカバーを使う場合は必要に応じ
て、その分のスペースを空けるようにしておいてください 。

3. 推奨溶剤を使って、機材を入念に清掃し、グリースを取り除きます。スケールを取り付ける前に機
材を乾燥させてください。

4. ねじを使用してマウンティングブラケットにスケールアプリケータを固定します。リードヘッドに
付属のシムをアプリケータと機材の間に配置し、適切な取付け高さとなるようにします。

注: スケールアプリケータは、どちら向きに取り付けても問題ありません。スケールを取り付けやすいほうに
取り付けてください。

5. 軸をスケールの始点まで動かします。この際、スケールをスケールアプリケータに挿入できるよう、
下図のように十分なスペースを確保しておいてください。

6. スケールから剥離紙を少しはがし、スケールをアプリケータに挿入して始点まで送ります (図参照)。
剥離紙は必ず分離ねじの下を通してください。

7. 乾いたきれいな不織布の上から指で押さえて、スケール端部を機材にしっかり接着します。
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エンドカバー
エンドカバーキットは、スケールの露出した両端の保護を目的として使用します。

注: エンドカバーは使用しなくても問題ありません。また、リードヘッドの取付けの前後どちらでも取り付られます。

1. エンドカバーの裏の両面テープから剥離紙をはがします。

2. スケール表面に落とさないよう注意しながら、データムクランプの
切欠きに少量の接着剤 (Loctite 435) を塗布します。

ディスペンシングティップを使用します。

1. データムクランプから剥離紙をはがします。
データムクランプの切欠きをスケール側に向けて配置します。

データムクランプ
重要: データムクランプの取付けは、スケールを貼り付けた後 24 時間以上経過してから行ってください。

データムクランプで、スケールを機材の目的の位置にしっかりと固定します。 

注意: データムクランプを使用しないと、システムの測定精度に悪影響が及ぶ場合があります。

データムクランプは、必ずしもリファレンスマーク付近に取り付ける必要はありません。軸上のどこに配置しても問題ありません。

データムクランプの切欠きの全長
に接着剤を塗布してください。

注: スケールの端とエンドカバーの両面テープの間には隙間*があります。

2. エンドカバーの端にある印とスケールの端を合わせて、スケールの上にエンドカバーを配置します。

*隙間
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剥離紙をはがします。

リファレンスマーク
セレクタ

使用する IN-TRAC 
リファレンスマーク

Q リミット

アプリケータツール

P リミット

u 磁性体が近くにあると、その影響によりリファレンスマークとリミットが動く可能性がありま
す。このような場合は、外側のエッジに沿ってエポキシ接着剤などで固定してください。 

ボルト固定式のリファレンスマークセレクタとリミットもオプションで用意しています。

u リードヘッドの向きに対するリファレンスマークセレクタとリミットアクチュエータの
位置関係を示しています。

u リファレンスマークセレクタは、「任意選択したリファレンスマークで出力」のリードヘッド
にのみ必要です。

u リードヘッド近辺で外部磁界が 6mT を超えると、リミットセンサーおよびリファレンスマー
クセンサーが誤作動する可能性があります。

リファレンスマークセレクタとリミットの取付け
重要: リファレンスマークセレクタ/リミットの取付けは、スケールを貼り付けた後 24 時間以上経過
してから行ってください。 

リファレンスマークセレクタおよびリミットを精度よくかつ簡単に配置するには、アプリケー
タツールを使用してください。アプリケータツールには、図のように取り付けます。リミット
はスケール沿いのどこにでも配置できます。リファレンスマークセレクタは、図のように使用
したい IN-TRAC リファレンスマークの横に配置する必要があります。 

リードヘッドがリファレンスマークセレクタまたはリミットスイッチを通過すると、リードヘッ
ドのセンサーとそれぞれの間で最大 0.2N の力が生じます。ブラケットは、このような力が
かかっても曲がらないような頑丈な設計である必要があります。

また、スケールの取付け時にクランプ固定の指示を守ることで、この磁気によるスケール
への影響をなくせます。

リミットのトリガーポイント
リミット信号は通常、リードヘッドのリミットスイッチセンサーがリミットのエッジを通過
したときに出力されます。また、リミットのエッジから手前 3mm の範囲で出力される
場合もあります)。

注:
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取付け
スケール、リードヘッドの光学ウィンドウおよび取付け面が清潔かつ、妨げるものがない状態であることを確認します。

必要に応じ、リファレンスマークセレクタを適切に配置します。

受信機器にリードヘッドを接続し、電源を ON します。リードヘッドのセットアップ LED が点滅します。

フルストロークで信号強度ができるだけ強くなるよう (LED が緑点滅するよう) リードヘッドを取り付けます。

キャリブレーション
リードヘッドの電源を OFF してから再度 ON してキャリブレーションを開始します。LED が青で低速点滅します。

リードヘッドがリファレンスマークを越さないよう注意しながら、LED が青で高速点滅し始めるまで、リードヘッドをスケールに沿ってゆっくり (100mm/s 未満) 動かします。

これでシステムがキャリブレーションされ、使用する準備が整いました。キャリブレーション値、オートゲインコントロール (AGC) およびオートオフセットコントロール (AOC) の状態は、電源 OFF 時に不揮発性メモリに保存されます。 
注: キャリブレーションに失敗した場合 (LED が青で低速点滅したままの場合)、電源 ON 時にリードヘッドの光学ウィンドウを遮って出荷時設定に戻してください (13 ページ)。その後、取付けとキャリブレーションを再度行ってください。

リファレンスマークありの場合
LED の点滅が消えるまで、使用したいリファレンスマーク

上でリードヘッドを前後に移動させます

リファレンスマークなしの場合
リファレンスマークを使用していない場合は、ここで電源を OFF してから
再度 ON してキャリブレーションを終了します。LED の点滅が消えます。

クイックスタートガイド
本セクションに、リードヘッドを取り付けるためのクイックスタートガイドを示します。リードヘッドの取付けの詳細については、本インストレーションガイドの 11ページ および 12ページ で解説しています。 
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リードヘッドの取付けとアライメント
マウンティングブラケット
ブラケットは、取付け面が平らで、取付け公差に合わせてリードヘッドの取付け高さの調整ができ、さらに動作中の
リードヘッドのゆがみや振動を防ぐよう十分な固さをもつものとする必要があります。

リードヘッドのセットアップ
スケール、リードヘッドの光学ウィンドウおよび取付け面を清潔かつ、妨げるものがない状態であることを確認します。

注: リードヘッドとスケールをクリーニングする際には、溶剤をつけすぎたり溶剤に浸したりしないようにしてください。

正しい取付け高さにセットするには、スペーサの穴がリードヘッドのオプティカルセンターの下になるようセットし
て、セットアップ手順で LED が通常通りに作動できるようにします。フルストロークで LED が緑に点滅するように
リードヘッドを調整します。点滅が速いほど、最適なセットアップに近いことを示しています。取付けが難しい場合は、
アクセサリの高度診断ツール ADTi-100 (A-6195-0100) と ADT View を使用して信号強度の最適化を行います。

注: リードヘッドを再度取り付ける際には、出荷時設定に戻す必要があります (13 ページ)。

ロール 
0°±0.8°

ヨー 
0°±0.9°

ピッチ 
0°±1°

取付高さ 
2.1±0.2mm

リードヘッドの LED の表示*

リードヘッドのセットアップ LED ステータス

緑のスペーサ

モード LED 状態
取付けモード 緑点滅 良好なセットアップ。最適なセットアップになるよう、

点滅速度をできるだけ速くしてください。

オレンジ点滅 不適切なセットアップ。LED が緑に点滅するよう
リードヘッドを調整してください。

赤点滅 不適切なセットアップ。LED が緑に点滅するよう
リードヘッドを調整してください。

キャリブレーションモード 低速青点滅 インクリメンタル信号のキャリブレーション中

高速青点滅 リファレンスマークのキャリブレーション中
正常動作 青 AGC が有効。最適なセットアップ

緑 AGC が無効。最適なセットアップ

赤 不適切なセットアップ。信号強度が低すぎて、信頼
できる動作が保証できません。

一瞬消灯 リファレンスマーク検出 
(100mm/s 未満の場合のみ目視確認可)

アラーム 赤 4 回点滅 信号強度が低すぎるまたは強すぎるもしくは
オーバースピード。システムがエラー状態です。

赤/紫点滅 
(アナログタイプのみ)

AGC の正常動作範囲外

*不具合判断の詳細については、14ページの 「トラブルシューティング」 を参照してください。

緑
点滅

オレンジ
点滅

赤
点滅
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システムのキャリブレーション
注: 下記は、アクセサリの ADTi-100 および ADT View を使用しても実施できます。

システムキャリブレーションの前に行うこと
u スケールとリードヘッドの光学ウィンドウの清掃

u 出荷時設定の復元 (再取付けの場合)

u フルストロークでの信号強度最適化 (リードヘッドのセットアップ LED が緑点滅)

注: キャリブレーションは、100mm/s 以下またはリードヘッド最高速度未満のどちらか低いほうで行いま

す。 
ステップ 1: インクリメンタル信号のキャリブレーション
u リードヘッドの電源を OFF してから再度 ON するか、0V と「リモート CAL」出力ピンを 3 秒未満接続します。11ページの 「リードヘッドの取付けとアライメント」の解説のように、リードヘッドが青で低速点滅し、
キャリブレーションモードになったことを示します。LED が緑に点滅している場合、リードヘッドはキャリブレーションモード以外にはなりません。

u リファレンスマークを越さないように注意しながら、LED が高速点滅し始めるまでリードヘッドを軸に沿ってゆっくり動かします。高速点滅は、インクリメンタル信号のキャリブレーションが完了し、新しい設定がリードヘッ
ドのメモリに格納されたことを示してます。 

u リファレンスマークの位相調整の準備が完了です。リファレンスマークを使用していないシステムの場合は、リードヘッドの電源を OFF してから再度 ON するか、0V と「リモート CAL」出力ピンを 3 秒未満接続して、
キャリブレーションモードを終了します。

u システムがリファレンスマークの位相調整にならない場合 (LED が低速点滅を続ける場合)、インクリメンタル信号のキャリブレーションが失敗しています。失敗の原因がオーバースピード (100mm/s 以上) でないこと、
またはリードヘッドの最高速度の超過でないことを確認してから、キャリブレーションを終了し、出荷時設定に戻します (下記参照)。その後、リードヘッドの取付け状態とシステムが正常に保たれていることを確認し、再度
キャリブレーションを実行します。
注: アナログタイプの QUANTiC の場合は、出力信号の終端処理が適切であることを確認してください 。

ステップ 2: リファレンスマークの位相調整
u LED の点滅が消えて青に点灯するまで、使用したいリファレンスマーク上でリードヘッドを前後に移動させます。これでリファレンスマークの位相調整が完了です。

注: 位相が保証されるのは、キャリブレーション作業で調整したリファレンスマークのみです。

u キャリブレーションが自動終了し、通常運転できる状態になります。

u キャリブレーションが完了すると、AGC および AOC が自動的に有効になります。AGC を無効にする手順については、13ページの 「オートゲインコントロール (AGC) の有効/無効切替え」 を参照してください。

u 使用したいリファレンスマーク上でリードヘッドを前後に移動させても、LED が高速点滅を続ける場合は、リファレンスマークが検出されていません。 

• 適切なリードヘッドを使用するようにしてください。リードヘッドには、発注時の選択に応じて、すべてのリファレンスマークで出力するものと、リファレンスマークセレクタが取り付けられたリファレンスマークのみ
で出力するものがあります。

• リファレンスマークセレクタをリードヘッドの向きに対して適切な位置で取り付けるようにしてください 。

キャリブレーションの手動終了
u リードヘッドの電源を OFF してから再度 ON するか、0V と「リモート CAL」出力ピンを 3 秒未満接続することで、どのタイミングでもキャリブレーションを終了できます。LED の点滅は消えます。 

LED 保存した設定
低速青点滅 なし。出荷時設定に戻してから、再度キャリブレーションを行ってください。

高速青点滅 インクリメンタルのみ

青点灯 (自動完了) インクリメンタルおよびリファレンスマーク
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出荷時設定の復元
リードヘッドを再度位置合わせする場合や、システムを再取り付けする場合、またはキャリブレーションで何度もエラーが発生する場合は、出荷時設定に戻す必要がありま

す。注: 出荷時設定の復元は、アクセサリの ADTi-100 および ADT View を使用しても実施できます。

出荷時設定の復元方法:
u システムの電源を OFF にします。

u リードヘッドの光学ウィンドウを (スペーサの穴の開いた箇所が光学ウィンドウの下に来ないよう注意して取り付けて) 覆い隠すか、0V と「リモート CAL」出力ピンを接続します。

u リードヘッドの電源を ON にします。

u スペーサを取り外すか、0V と「リモート CAL」出力ピンを接続している場合はこの接続を外します。

u LED が点滅を始めます。出荷時設定が復元したこと、およびリードヘッドが取付けモードになったことが示されます (セットアップ LED の点滅)。

u 11ページのリードヘッドのセットアップの手順を繰り返します。

オートゲインコントロール (AGC) の有効/無効切替え
システムのキャリブレーションが終わると (LED が青になると) AGC が自動的に有効になります。AGC は、0V と「リモート CAL」出力ピンを 3 秒以上、10 秒未満接続することで、任意で無効にできます。LED は緑に点灯しま

す。 注: AGC の有効/無効切替えは、アクセサリの ADTi-100 および ADT View で実施できます。
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トラブルシューティング

不具合 原因 解決策

リードヘッドの LED が消灯している リードヘッドに電源が供給されてません u リードヘッドに 5V の電源を供給してください

u ケーブルについては、コネクタの配線が正しいことを確認してください

リードヘッドの LED が取付けモード時に
赤点滅している

信号強度が 50% 未満です u リードヘッドの光学ウィンドウおよびスケールがきれいで、汚れていないことを確認してください

u 出荷時設定に戻し (13 ページ)、リードヘッドの位置合わせを確認してください特に以下を確認してください。

• 取付け高さ
• ヨー
• オフセット

u スケールとリードヘッドの組合せが適切か確認してください

フルストロークにわたって LED が緑に点灯
しない

システムの振れが仕様範囲外です u ダイヤルゲージで、振れが仕様範囲内であることを確認してください

u 出荷時設定に戻してください (13 ページ)

u リードヘッドを再度アライメントして、振れの中央で LED が緑に点滅するようにしてください

u システムを再キャリブレーションしてください (12 ページ)

キャリブレーションルーチンを開始できない 信号強度が 70% 未満です u リードヘッドを再度位置合わせして、LED が緑に点滅するようにしてください

キャリブレーション中にフルストローク
にわたってリードヘッドを動かした後でも、
リードヘッドの LED が低速青点滅したままになる

信号強度が 70% 未満だったために、
インクリメンタル信号のキャリブレーション
が完了していません

u キャリブレーションモードを終了し、出荷時設定に戻してください (13 ページ)

u リードヘッドのセットアップとアライメントを確認してください (11 ページ)

不適切な終端 (アナログタイプのみ) u 出力信号の終端処理を確認してください (17 ページ)

u ADTi-100 をスタンドアロンモードで使用している場合は、終端コネクタを接続するようにしてください。

u キャリブレーションモードを終了し、出荷時設定に戻してください (13 ページ)

u リードヘッドのセットアップとアライメントを確認してください (11 ページ)

キャリブレーション中にリファレンスマークを越
すように何度か動かした後でも、リードヘッド
の LED が青で高速点滅している

リードヘッドがリファレンスマークを検出
していません

u リファレンスマークセレクタを適切な位置に配置してください

u 使用したいリファレンスマークを越すように何度かリードヘッドを動かしてください

u リードヘッドまたはセレクタの向きを確認してください

u リードヘッドの光学ウィンドウおよびスケールがきれいで、汚れていないことを確認してください
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トラブルシューティング (続き)

不具合 原因 解決策

リファレンスマーク信号が出力しない u キャリブレーション時にリードヘッドがオーバースピードになっていないこと (最高速度が 100mm/s 未満であること) を
確認してください

u システムをキャリブレーションしてください (12 ページ)

• システムのキャリブレーションモードが完了した場合、リファレンスマークが正常に検出され、キャリブレーションが
正常に行われています。
それでもリファレンスマークが検出されない場合は、システムの配線を確認してください。

• リファレンスマークのキャリブレーションが行われない場合 (リードヘッドの LED が青で高速点滅したままの場合)、
上記の解決策を参照してください

リファレンスマークの繰り返し再現性がない 繰り返し再現性はキャリブレーションルーチン
で調整したリファレンスマークのみに確保
されます。他のリファレンスマークは繰り返し
再現性がありません

u システムの原点復帰にキャリブレーション済みのリファレンスマークを使用するようにしてください

u リードヘッドのブラケットは安定したもので、リードヘッドが振動などで動かないようになっている必要があります

u スケールとリードヘッドの光学ウィンドウをクリーニングし、傷や汚れがないことを確認してください。その後、使用したい
リファレンスマーク上でシステムを再度キャリブレーションしてください (12 ページ)

リファレンスマークを越すときに、リードヘッド
の LED が赤点滅したままになる

リファレンスマークの位相調整が行
われていません

u システムの原点復帰にキャリブレーション済みのリファレンスマークを使用するようにしてください。繰り返し再現性は、
このキャリブレーション済みのリファレンスマークのみに確保されます

u スケールとリードヘッドの光学ウィンドウをクリーニングし、傷や汚れがないことを確認してください。その後、使用したい
リファレンスマーク上でシステムを再度キャリブレーションしてください (12 ページ)

リファレンスマークが複数出力される リードヘッドのリファレンスマークについての
選択が B または F の場合は、「すべての
リファレンスマークで出力」になります。

u ステップ 1 とステップ 2 を実施してシステムをキャリブレーションします (12 ページ)

u システムの原点復帰に使用するリファレンスマークは必ずキャリブレーションするようにしてください。繰り返し再現性は、
このキャリブレーション済みのリファレンスマークのみに確保されます

リードヘッドの LED が赤/紫点滅している 
(アナログタイプのみ)

AGC の正常動作範囲外 u 出力信号の終端処理を確認してください (17 ページ)

u ADTi-100 をスタンドアロンモードで使用している場合は、終端コネクタを接続するようにしてください。

u ケーブルの導通を確認してください。

u スケールとリードヘッドの組合せが適切か確認してください

電源 ON 時に、リードヘッドの LED が 4 
回赤点滅する

信号強度が低すぎるまたは強すぎる、もしくは
オーバースピード。システムがエラー状態です。

u リードヘッドのセットアップとアライメントを確認してください (11 ページ)

不適切な終端 (アナログタイプのみ) u 出力信号の終端処理を確認してください (17 ページ)

u ADTi-100 をスタンドアロンモードで使用している場合は、終端コネクタを接続するようにしてください。

u キャリブレーションモードを終了し、出荷時設定に戻してください (13 ページ)

u リードヘッドのセットアップとアライメントを確認してください (11 ページ)
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出力信号

■Dサブ15ピンコネクタ－仕様

＊アラーム信号はトライステートとして出力します。

またはトライステートアラーム
アラーム状態になると、差動出力信号が、15ms 以上強制的に開回路となります。

* わかりやすくするため、逆信号は表示していません。   † キャリブレーションした箇所のリファレンスマークのみ、再現性が双方向に維持されます。

リミット オープンコレクタ、非同期パルス (ケーブル終端処理 A とは組合せ不可)

繰り返し精度<0.1mm

リミットアクチュエータの長さに近似

P Q

アクティブハイ

デジタル出力信号
形状: RS422A に準拠した矩形波差動ラインドライバ (P および Q リミットを除く)

インクリメンタル*  2 チャンネル A と B (90°の位相差)

信号周期 P

分解能 S

A

B

Z

リファレンス* 

同期パルス Z、長さは分解能と同じ。
双方向に繰り返し精度を確保。†

アラーム
ラインドライバ (非同期パルス)(ケーブル終端処理 A とは組合せ不可)

分解能のコード P (µm) S (µm)

T 40 10
D 20 5
X 4 1
Z 2 0.5
W 0.8 0.2
Y 0.4 0.1
H 0.2 0.05

E− 次の場合にアラームを出力
-信号振幅が 20%未満または 135%超である場合
-リードヘッドの速度が速すぎて操作の信頼性を確保できない場合

>15ms

機能 出力タイプ シグナル ピンNo.

電力 ー

5V電力 7

5V感知 8

0V電力 2

0V感知 9

インクリメンタル
信号

RS422A
デジタル

A+ 14

A- 6

B+ 13

B- 5

リファレンス
マーク

RS422A
デジタル

Z+ 12

Z- 4

リミット
オープン
コレクタ

P 11

Q 10

ー X 1セットアップ

シールド ー
内部 未接続

外部 ケース



電気結線

シールド

出力信号

5V
リードヘッド終端/コネクタ

0V

接続機器

推奨信号終端処理
デジタル出力

標準 RS422A ラインレシーバ回路。
ノイズ耐性向上のためのコンデンサを推奨。

接続機器

120R

A B Z− 

ケーブル Z0 = 120R

リードヘッド 
A B Z+

0V

0V

220pF

220pF

シングルエンドアラーム信号の終端
(ケーブル終端処理 A では使用できません)

接続機器

5V

1k8

4k7

4k7 100nF

100R
E−

リードヘッド

アナログおよびデジタル出力
リミット出力
(ケーブル終端処理 A では使用できません)

5V～24V

R*

Vp Vq  P Q

*抵抗 R を使用して、最大電流が 20mA を超えないようにしてください。
または、適切なリレーまたは光アイソレータを使用してください。

リモート CAL 操作

CAL

0V

重要: シールドを機械のアース (フィールドグラウンド、FG) に接続する必要があります。
JST コネクタの場合は、フェルールを機械のアースに接続する必要があります。

CAL /AGC のリモート操作は、CAL 信号で可能です。

アースとシールド

リードヘッド
最大ケーブル長

アナログ デジタル
リードヘッドケーブル 5m 3m

延長ケーブルの最大長 ケーブルタイプ、リードヘッドのケーブル長、クロック速度に依存。
詳細については、レニショーオフィスまでお問い合わせください。

リードヘッドと ADTi-100 間 5m 3m

V0 V1 V2
−

V0 V1 V2+

120R

注: AGC を適切に動作させるには、アナログ出力信号を 120R で終端する必要があります。

推奨信号終端処理 (続き)

アナログ出力
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